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コミュニティを探して 
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 7月の終わりから1週間ほど、集団精

神療法の大きな学派の一つであるグル

ープ・アナリシスの16th European 

Symposium in Group Analysis に参加

するために、リスボンに行ってきた。

「７つの丘の街」とガイドブックに書

いてあるリスボンを実感した日々だっ

た。地図は平面図だけれど、「丘の街」

を道路が走っているのだから、その道

路と道路の間は坂道だったり、階段が

あったりして、地図で見ただけでは、

通りとその隣の通りとの関係がつかめ

ないことに気が付いた。Symposiumの会

場は、２つに分かれていて、毎日その

２会場の間を朝と夕方に往復したのだ

けれど、平面図では、通りを隔てて向

かいの建物に見えるその２つの建物

（学校）は、坂を上り小さな広場に出

て、そこから坂を下るという行き方し

かできないのだった。1日目に抄録集を

わたされた私たちは、「横から行くと

かないものかしら」と思ったが無理だ
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った。「3次元」で理解しないと難しい

街なのだ。そこの細い道をタクシーで

走る時は、まるでジェットコースター

の乗っている感じがした。だから丘の

上の要塞跡のサン・ジョルジョ城から

見る、オレンジの屋根の連なりの向こ

うに広がるテージョ川（海に見える）

の眺めは、素晴らしかった。 

 リスボンは、坂と石畳の有名だと聞

いていので、長崎生まれの私は、それ

ならなんとなく似ているのだろうと思

っていたけれど、そう簡単ではなかっ

た。私の知っている石畳というのは、

大きな柔らかな（と言いたくなる）石

で出来ているのだけれど、リスボンの

それは、何と言う石なのか黄白色のよ

うな・灰色のようなツルツルの小さな

石が敷き詰められていて、硬いのだっ

た。友人とヒールのある靴では歩けな

いねと話していたが、そういう靴とか、

底の薄い靴で平気なような人が歩いて

いて、ずっと靴を履いている人たちと

私たち日本人とは、足の形とか機能が

違うのかなと考えたものだった。 

 長崎で育つと、ポルトガル伝来のお

菓子や料理などがあり、親しみやすい

ところだろうと思っていたが、グルー

プで一緒だった北欧のメンバーから、

海（やはりテージョ川のことをこう言

いたくなるらしい）がありそして坂に

囲まれているところは、リスボンは長

崎に似ていると言われた。川（海）と

街の風景については、私も感じていた

ことだったし、それに、その人は京都

にも来たことがあるということで、私

が道の迷った話を分かってくれた。そ

のグループ（90分のグループが4日間

続くプログラム）は、イスラエル、イ

ギリス、ドイツ、スウェーデン、ポル

トガル、イタリア、アメリカ、スペイ

ン・・・と19人のメンバーだったので、

育った街と住んでいる街を両方知って

いる人に出会い、ほっとした。こうい

うことが話が伝わる感覚なのだろうと、

後からその感じについて考えた。日本

で日本語でグループで話している時に

は、この頃は「伝わる」感じについて

は、これほど敏感ではないような気が

する。英語、米語が母語と言う人は、

メンバーの中でも5人ほどだったので、

却って話しやすいことはあるが、「言

いたいけれど・・・」「上手くことば

になるだろうか・・」と、思いながら

話すことは、初期のグループ体験の訓

練の頃を思い出した。外国に行かない

と、初心に戻れないという事がいいの

かは別問題だとしても、良い体験だっ

た。 

 私が長崎生まれだと聞いた時、原爆

の時には生まれていたか（失礼な）、
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生まれたのは後かと聞かれた。両親が

被爆者だというと、多くのメンバーが、

ショックを受けたみたいだった。この

グループでも、全体のグループでも、

ガザの問題、ウクライナの問題などが、

話の底流にありいろんな感情が出てい

たけれど、そういうことと第二次世界

大戦中のことは無関係ではないんだと

いう感じだった。これはメンバーがグ

ループ・アナリシスという、精神療法

の中でも、個人だけでなく個人と社会

との関係を見ている学派だからなのだ

ろう。グループであったアメリカ人か

ら、原爆について“Sorry”と言われて

返事は一応「戦争のせいだ」というこ

とを言ったが、後からも何度か考えた

が被爆2世の一人として、ことばにす

るのは難しいことだと思った。その人

には後で、あなたは私が今まであった

原爆について謝った数少ないアメリカ

人だ」と伝えた。彼は知り合った長崎

出身の私との間で，わだかまりを持ち

たくなかったのかも知れない。私とし

ては、幸い父や母は無事だったけれど、

育つ過程で知った近所の方々の色んな

不幸を思うと、原爆投下ということは、

許せない気持になる。ではそれはアメ

リカ人を許せないのかというと、それ

は違うような感じがする。原爆投下と

いう事態に至った戦争・・を考えると，

戦争を許せないというのは，誰を許せ

ないと言うことなのだろうか。このこ

とは、ガザへのイスラエルの攻撃につ

いて，非難する声、何かできるのかと

いう無力感、怒りなどが表出された全

体のグループと重なって見える。国が

することについて，個人がどこまで責

任を感じるかということだろうか。そ

の責任を国民が感じることが，民主主

義（主権が国民にあること）なのだろ

うと思っている。現在の状況の中で、

このことを考える場を与えてくれた、

Group Analysis Societyという、そし

て集団精神療法について学び，考える

コミュニティに出会えて良かったと思

っている。 

 


